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Summary
 
Mongolian people’s home life is changing gradually with the economical development of China
 
today. The purpose of this study is to clarify children’s current states of home life in Inner Mongolia.
The questionnaires were curried out about the way of people’s home life for 167 Mongolian junior
 
high school students and their parents in Inner Mongolia in 2006. The results are as follows;
1 Most students helped their parents for the household work,and they talked with their parents
 
well.
2  Their conventional home life was becoming the consumerism,but the interest of the student to
 
the issue of consumer was not high.
１ はじめに
中国の内モンゴル自治区（以下、内モンゴルとする）は原生林や鉱物資源が豊富なため牧畜業、
林業、鉱業が主要業である。内モンゴルは少数民族の自治区として経済の対外開放では優遇政策が
とられてきたため、市町村の郷鎮企業は急速に発展し、国際貿易も盛んになってきている。区都フ
ホホトは、中国とヨーロッパを結ぶ陸上の主要なルートでもあり、中国の経済的拠点の 1つになり
つつある??。近年の内モンゴルは、大都市圏より遅れるものの経済成長による生活の変化は急速に進
んでいる。
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内モンゴルの人口は 2,384万人あり、80.6％は漢民族である。少数民族 19.4％のうちモンゴル民族
は 72％を占める。全区人口の中で、0-14歳は 21.28％、15-64歳は 73.37％、65歳以上は 5.35％と高
齢化率は低い??。世帯数は 695.48万戸で平均世帯人員は 3.31人と小さく、漢民族の一人子政策と少
数民族の二人子政策の影響が見られる。その中で少数民族であるモンゴル族の生活は漢民族の文化
と経済発展の影響を受けて、これから大きく変化していくであろう。
中国の子どもの家庭生活に関する日本での先行研究には劉郷英??、菊地・ 智萍??などがあるが、
数は少ない。山崎・町田は中日の住生活に関する家庭教育の考え方の違いを指摘している??。
本研究では、内モンゴルのモンゴル族中学生の生活実態を把握することを目的とした。これによ
り、今後の学校教育における生活教育の可能性を研究することにしたい。
２ 方 法
内モンゴルの中学生の日常生活について調査を行った。予備調査（2005年 9月）の後、調査項目
は 1）基本属性、2）家庭生活様式、3）消費生活、4）家事実践と家庭教育、5）家族・家庭認識か
ら構成した。調査対象は中国内モンゴル自治区科左后旗通遼市にあるモンゴル民族初級中学校（生
徒数約 460人）の 1、2年生男女 170人と親 170人とした。生活様式については親に尋ねた。有効回
答率は子ども 98.2％（167人）、親は 61.8％（105人）であった。調査は自記式留め置き法により 2006
年 8月に実施した。
３ 結果と考察
１）調査対象者の基本属性
調査対象の中学生 167名の内訳は 1年生 28名（16.8％）、2年生 139名（83.2％）、男子 81名（48.
5％）、女子 86名（51.5％）であった。居住地域は、都市を中国語で「誠市」、農村は「農村」または
「鎮」とすると、都市 29名（17.4％）、農村 131名（78.4％）であった。通学に時間がかかるため寮
があり、入寮生は 131名（78.4％）、自宅通学の生徒は 27名（16.2％）であった。入寮生は農村在住
が多く 91.4％で、自宅生は都市在住が約 73.9％で多かった。家族構成は、核家族 114人（73.5％）、
拡大家族 41人（26.5％）であった。2006年 9月 25日の中国ホームページの中国婦女網によると中
国全体でも、核家族 64.84％、拡大家族 13.21％と核家族が多い。子ども数は、2人 57.7％が最も多く、
次いで 1人 31.3％、3人 7.7％、4人 2.6％だった。中国は 70年代始めから一人子の家族計画政策を
実施し、合計特殊出生率は 70年の 5.8から 2005年は 1.24に低下させた??が少数民族に対しては 2
～ 3人までの優遇政策がある。
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２）家庭生活様式（親へのアンケート）
①衣生活：「洗濯方法」（複数回答）は、「手洗い」が 77％で最も高く、「洗濯機洗い」は 20％と
少なく、「クリーニング」は 3％だった。地方都市や農村地域では電機洗濯機はあまり普及しておら
ず、家庭では手洗いをしている。また、内モンゴルでは水が希少なため、洗濯機で大量に水を使う
よりも手洗いの方が経済的だと思われる。「1週間の洗濯頻度」は「3回」が 45.5％で最も多く、次
いで「毎日」31.8％、「2回」18.2％、「決めていない」4.5％であった（N＝101）。調査時期は夏であ
り、手洗いが多いので、少しずつ頻繁に洗濯をしていたと考えられる。
②食生活：ほとんどの家庭は 1日 3食を家で取っていた。職場でも昼食は家に帰って取る習慣で
ある。「主食」は「米」が最も高く 91％であった（複数回答）。「麵類（小麦粉、パン、麵など）」が
24.5％、「トウモロコシ」15.6％も主食として食べられていた。
食料の入手方法は、トウモロコシ、野菜、肉類はかなり自家で栽培しているが、米、小麦粉製品
はほとんど買う（表 1）。これは、内モンゴル通遼市の気候により、小麦と米は栽培しにくいが、ト
ウモロコシ、野菜は栽培しやすいことによる。区都フホホト市ではいろいろな食品を購入できるよ
うになり、モンゴル民族の食品摂取頻度の調査結果では、米は 72.7％、トウモロコシをほとんど食
べないのは約 80％を占め、小麦は 55.5％だった??。
表１ 食料の入手方法
食 料 自家栽培・飼育 n(％) 買う n(％) 合計 n(％)
米 42（26.6) 116（73.4) 158（100)
トウモロコシ 130（85.0) 23（15.0) 153（100)
麵 類 12（ 8.3) 133（91.7) 145（100)
野 菜 102（71.3) 41（28.7) 143（100)
肉 類 100（69.9) 43（30.1) 143（100)
調理の熱源は「石炭ストーブ」が最も高く 76.6％で、「ガスコンロ」29.9％、「電気コンロ」12.0％、
「その他」2.4％であった。ストーブは部屋暖房にも使われる。また、内モンゴルの石炭生産量は国
内 2位である。都市におけるプロパンの普及率は 81.5％（中国統計年鑑 2005）であるが農村はそれ
より低いため、石炭ストーブが使われる。
③住生活：住居構造は一般にレンガ造一戸建て、木造、集合住宅などである。「掃除用具」は「ほ
うき」が 82％以上で最も高く、「雑巾」51％だった（複数回答）。掃除の頻度は、「毎日」が 64.4％、
「1週間に 2回」21.1％、「3回」10％、「決めてない」4.4％だった。
「就寝の仕方」は、「親子が別々の部屋で寝る」が多く 62.4％だった。「親子一緒の部屋」は約 4割
である。モンゴル民族は一室居住の包を住居として遊牧生活を送ってきたが、近年は定住化が進み、
親子が別々に寝る習慣になりつつある。「ベッド」使用が 74％以上で「オンドル」よりも高かった。
調査時期が夏だったためオンドル使用が少なかったと思われる。
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３）消費生活
①耐久消費財の保有率：耐久消費財の普及率 50％以上のものは、「テレビ」「電話」「電気釜」「洗
濯機」「自転車」「ストーブ」「ガスコンロ」「洗濯板」「扇風機」「スチーム暖房」だった（図 1）。
電気製品はまだ完全には普及していない。洗濯機も普及している一方、手洗い用の洗濯板を持っ
ている家も半数はある。暖房は昔からの石炭ストーブにかわり近年はスチーム暖房が普及している。
冷蔵庫や扇風機など夏に使うものは、あまり普及していない。2003年の国家統計局による中国全体
の家電製品の普及率は、都市では 1戸あたりカラーテレビ 130％、洗濯機 94％、冷蔵庫 89％、携帯
電話 90％だが、農村ではカラーテレビ 68％、洗濯機 34％、冷蔵庫 16％、携帯電話 24％と差がある。
西部地域の農村では、カラーテレビ 56％、洗濯機 23％、冷蔵庫 7％、携帯電話 14％とさらに低かっ
た??。
②衣服購入・管理：「自分で衣服を購入した経験」は、男子 84％、女子 67.9％で男子の方がよく
自分で買っている（p＜0.01）。「衣服を買う時に気にすること」は、男女とも半数以上が、「長く着ら
図１ 耐久消費財保有率（複数回答）（N＝％)
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れること」「丈夫なこと」「手入れが簡単なこと」「自分に似合うこと」である（図 2）。男女差が見ら
れたものは、「可愛いこと」「自分が格好よく見えること」「着心地がよいこと」「手入れが簡単なこ
と」など、おしゃれや手入れを反映したものであり、いずれも女子のほうが男子より高かった。
「買ってきた衣服が洗ったら色が落ちたり、縮んだりした経験」は男女とも約 74％あった。今、
中国では不良品があふれているためと思われる。「不良品を買ってしまったあとの対応方法」（図 3）
は、「そのまま着る」は最も高く、女子のほうが高く 50.7％だった（p＜0.01）。「返品する」「消費者
センターと相談する」を合わせると約 30％あり、消費者としての意識も一部では高い。
取り扱い絵表示の「洗濯機洗い」と「手洗い」の記号の意味についてたずねたところ、「洗濯機洗
い」は約 70％が正解だったが、「手洗い」の正解は約 40％だったことからも消費者教育の必要性が
ある。
? p＜.05 ?? p＜.01 ??? p＜.001
図２ 衣服購入時の留意点（女子：83名 男子：81名 複数回答)
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③食品購入・食事管理：「食品を買う時に気にすること」（図 4）は、男女とも「安全性」を気に
するのが 80％以上で一番高く、次は「栄養のあるもの」が約 60％で高かった。これにたいして、男
女とも「添加物」を気にするのが一番低かった。「低農薬」であることと「自分の好きなもの」は女
子が男子より高かった。
?? p＜.01
図４ 食品購入時の留意点（女子：85名 男子：81名 複数回答)
図３ 衣服の不良品購入への対応（女子：73名 男子：73名)
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「健康を考えるとどんな食べ方がよいと思いますか」という質問では、男子は「残さないで全部
食べる」が高く、女子は「好きな食べ物を食べる」が高かった（図 5）。バランスを考えて食べると
いう意識よりも、何でも残さず食べればよいという考えの方が高かった。
４）家事実践と家庭教育
①自宅での家事実践：「自宅でいつもする家事」（図 6）は、男女とも半数以上やっていることは
「包丁を使う」「食器を洗う」「料理をする」「洗濯をする」「部屋を掃除する」「家の留守番をする」
であった。これらが高かったのは、日ごろ、家庭では家族みんなが調理を手伝うのが一般的で、寮
では洗濯や掃除の習慣がついたためと思われる。男女別で有意差が見られたものは、「食器を洗う」
「洗濯をする」「部屋を掃除する」「季節や気候にあった服装を自分で決める」「子どもの遊び相手を
する」項目で、いずれも女子の方が高かった。これは、中学生の女子の方が男子より精神的に大人
になっているためと父親より母親の方が家事を担当する割合が高く女子のほうが母親にならって手
伝いをするためと考えられる。
「子どもと遊ぶ」では、男女とも低い結果が出た。一人子政策で子ども数は少なくなり、また平
日は寮生活のため小さい子どもと接する機会が少ないと思われる。
「電気や水を節約する」も低い。内モンゴルは人々の消費が増え、砂漠化の問題も抱えているが、
資源・環境問題は家庭であまり考慮されていないと思われる。
②学校での実践：寮生の学校でのいつもすることを聞いたところ、男女とも半数以上が、「洗濯を
する（手洗い）」と「買い物」という項目だった。「部屋を掃除する」のは女子の方が有意に高かっ
た。買い物は休日に文房具、お菓子や食べ物を自分で買いにいくことがある。
③家事をする理由：「家事をする理由」（図 7）として男女とも半数以上は「自分のことを自分で
したい」であった。男女差が見られたものは「大人になったら必要だから」で女子のほうが男子よ
図５ 健康的な食事の留意点（女子：56名 男子：53名 複数回答)
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りも高かった。日本家庭科教育学会の調査??によれば、日本の中学生では、「大人になったら必要」
という理由が最も高く、内モンゴルの中学生は現在の自立心がより高いと言える。
?? p＜.01 ??? p＜.001
図６ 家事実践（女子：86名 男子：81名 複数回答)
? p＜.05
図７ 家事をする理由（女子：85名 男子：80名 複数回答）
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④家事を教わった人：調理、洗濯、掃除は母から教わっている人が最も高く、買い物は父から教
わった人が高く、お金の使い方は先生から教わっている人が高かった（図 8～12）。
⑤主に家事をしている人：家事をしている人は母が 80％以上で最も高かった。
⑥家事は誰がするべきか：男女別で差が見らず、いずれも「皆一緒にする」は最も高かった。次
は「誰でもよい」だった（図 13）。
⑦親が家事手伝いをさせる理由：「あなたの親は家事手伝いをさせることについてどのように
思っていますか」という質問では、女子は「自立に必要」50％が最も高く、次は「親の苦労を分か
る」35.3％だった。男子は「自立に必要」35％が最も高く、次は 28.3％「親の苦労を分かる」、18.3％
「家族が忙しい」順だった（図 14）。
図９ 洗濯を教わった人（女子：83名 男子：71
名 複数回答)
図８ 調理を教わった人（女子：79名 男子：78
名 複数回答)
図10 掃除を教わった人（女子：77名 男子：69
名 複数回答)
図11 買い物を教わった人（女子：73名 男子：67
名 複数回答)
図12 お金の使い方を教わった人（女子：84名 男子：71名 複数回答)
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図13 家事をするべき人（女子：80名 男子：72名)
図14 親が家事手伝いをさせることについての考え（女子：68名 男子：60名)
図15 親が家事手伝いをさせない時の理由（女子：75名 男子：71名)
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⑧親が家事手伝いをさせない時の理由：「あなたの親が家事手伝いをさせない時の理由はなんで
すか」という質問では、男女とも「勉強が大事」が半数で、次は「まだ小さいから」だった（図 15）。
⑨父親の家事実践：父親はいろいろな家事をしており、食事を作るることは父親の最もしている
家事で 55％以上であった（図 16）。
⑩子どもに家事を手伝ってもらう理由：「子どもに家事を手伝ってもらいますか」という親への
質問では、女子 87％、男子 76％に対し家事を手伝ってもらっていた。「子どもに家事を手伝っても
らう理由」は、「自立に必要」が最も高かった（図 17）。
図16 父親の家事実践（農村：79名 都市：22名 親による複数回答)
図17 子どもに家事を手伝ってもらう理由（農村：78名 都市：22名 親による回答)
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?家庭生活で身につけるべきこと：「子どもが家庭生活で身につけるべきことはなんだと思いま
すか」という質問では、地域別で見た結果は、「日常生活習慣」「見苦しくない身なり」「周囲の人と
仲良くすること」「自分の考えを相手に伝えること」「家事をすること」「科学的考え方」の順に高かっ
た（図 18）。現代の人たちは子どもに対する願いが、日常生活習慣や周囲の人と仲良くすることが最
も重要と考えており、「しきたりを伝える」「新しい製品を使いこなす」という伝統と新しい生活の
正反対のものが、いずれも重視されていない。
?家事を教える理由・させない時の理由：「子どもに家事労働を教える理由」は、子どもの性別
に関係なく 50％以上が「子どもの頃から労働観を養うため」と「親の苦労を分からせるため」だっ
た（図 19）。家事労働をさせない時の理由：「家事労働より勉強が大事」が、男女とも高かった（図
20）。
図18 子どもが家庭生活で身につけるべきこと（農村：81名 都市：22名 親による複数回答)
196 来 小・渡 邊 彩 子
?親が子どもの時に受けた家庭教育：親が子ども時代に受けた家庭教育では、子どもの性別と地
域別に関係なく「家事を通して良い人間になるように教育をしていた」という項目が一番高かった
（図 21）。
図19 家事労働を教える理由（女子の親：55名 男子の親：51名 親による複数回答)
図20 家事労働をさせない時の理由（女子の親：55名 男子の親：51名 親による複数回答)
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５） 家族・家庭生活・教育
①保育・家族：「週末と休みの時誰と遊びますか」という質問では、男女とも半数以上が「同じ
年齢の人」で最も高い。異年齢の子どもと遊ぶ割合は 20％前後でやや女子の方が高い。内モンゴル
においても少子化や寮制度のため、異年齢の友人やきょうだいと接することが少ないといえる。
②家族のコミュニケーション：「家族が集まる時間」は、「晩ご飯の時」66.7％で最も高く、次は
「昼ごはんの時」43.1％、「朝ご飯の時」38.2％、「寝る時」33.3％、「その他」3.8％の順であった。
「家族みんなそろったらいつもすること」は、「会話をする」80.2％、「テレビを見る」80.2％、次
いで「お茶を飲む」35.6％、「散歩をする」34.7％、「みんなで近くの親戚の家に行く」27.7％、「遊ぶ」
25.7％、その他 9％だった。
③両親との会話：「家にいる時父親（母親）と話をしますか」という質問では、男女とも 70％以
上が父とも母ともよく話しをしている（図 22、23）。
図21 親が子どもの時受けた家庭教育（女子の親 53名、男子の親 49名 複数回答)
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④会話内容：「会話はどんな話をしますか」という質問では、85％以上のが「勉強のこと」で 70％
以上が「学校のこと」だった（図 24）。検定を行った結果、有意差が見られたものは「友人のこと」
（女子は約 60％で男子 40％より高い）と「勉強のこと」（女子 95％、男子 86％）だった。
⑤悩みや困ったこと：「困ったことや悩みがありますか」という質問では、困ったことがあった
人は、男子は 86.1％で、女子は 89.5％だった。現在内モンゴルの中学生たちも悩みや困ったことが
よくある結果になった。
⑥相談相手：「困ったことや悩みは誰と相談しますか」という質問では、半数以上のが「父親」
70％以上、「母親」70％前後、「友人」58％だった（図 25）。男女差が見られたのは「きょうだい」で
女子の方が 40％と高かった。
図23 母との会話（女子：74名 男子：61名)
図22 父との会話（女子：78名 男子：61名)
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⑦子どもとの会話の内容：親に尋ねた親子の会話内容を子どもの性別で見た結果、男女とも半数
以上が、「学校のこと」と「家のこと」だった（図 26）。「家のこと」は女子の方が男子より高く、こ
図24 両親との会話内容（女子：86名 男子：79名 複数回答)
? p＜.05 ?? p＜.01
図25 悩みの相談相手（女子：86名 男子：80名 複数回答)
? p＜.05
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れは、女子の方が男子より家のことに関心が高い。
⑧家庭の役割認識：「あなたが大切だと思う家庭の役割は何ですか」という質問では、女子、男
子とも 80％以上が「家族みんなが楽しくする」と答えた（図 27）。次に「暮らしに必要なものがあ
る」「寝たり休んだりする」「老人や病人などが守られる」が 40％前後で高い。「子どもをいい人間に
育てる」は有意差があり女子のほうが高かった。
⑨家庭に望むこと：「自分の家庭にもっと望むことがありますか」という質問では、男女とも 70％
前後で一番高かったのが「家族みんなが楽しく暮す」ことだった（図 28）。男子の方が高いものとし
て「お金がたくさんあること」、女子の方が高いものとして「友達や近所の人と仲良くすること」「み
んなと力を合わせて世の中をよくすること」「いつも家族みんな一緒にいること」だった。男子のほ
うが経済的なことに関心が高く、女子は人間関係に関心が高いといえる。
図26 会話内容（女子：55名 男子：51名 親複数回答)
? p＜.05
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図27 家庭の役割（女子：85名 男子：80名 複数回答)
? p＜.05
図28 家庭に望むこと（女子 86名 男子 80名 複数回答)
? p＜.05 ?? p＜.01 ??? p＜.001
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⑩「家庭生活を明るく、楽しくするためにあなたができること」に対して、男女とも一番高かっ
たのが、「家族の言うことをよく聴く」であり、男子のほうが女子より高かった（図 29）。「家族と話
し合う」「家族と一緒に行動する」は、女子の方が男子より高かった。中学生は家庭でも学校でも日
頃、親の言うことをよく聴くように言われており、これは親が子どもに学んでもらいたいことの内、
最も高かったことが「仲よい人間関係」であることからも推測される。
?これからもっと勉強したいこと：「これから最も勉強したいこと」は、男女とも「環境」が一
位であった。男子では 53％と半数を超える。「家族問題」「住居」「食物」「衣服」「福祉」は 20～30％
であった。「消費者問題」は最も低く女子のほうが男子より高かった。
砂漠化が進む内モンゴルでは放ってはおけない環境問願があるからだと思われる。性別で有意差
が見られたものは、「消費者問題」で女子のほうが男子より高かった。
?親が子どもにとって勉強する必要があると思うこと：「あなたの子どもがもっと勉強する必要
があると思うのは次のどれですか」という項目では、男女とも「人間関係」が最も高く 60％以上に
なる。次いで「女子の親は「人間関係」71％、「環境」67％、次いで「消費者問題」46％が高い。生
徒自身は「消費者問題」は最も関心がなかったのと対照的である。男子の親は「環境」「消費者問題」
は女子の親ほど高くない。
男女とも「科理」「住居」「裁縫」「保育」「家族問題」は 10～20％と生徒より低く、「福祉」は最も
低い。これらの内容を学校でこれまで教わっていなかったためと思われる。
図29 家庭を楽しくするためにできること（女子：56名 男子：46名)
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４ まとめ
内モンゴルの中学生は、家族との会話をよくしており、家事の手伝いもよくしていた。しかし、
子どもたちは消費者問題には関心が低かった。今後、ますます消費が盛んになり既製品を買ってく
る社会になると、家庭だけで生活に関する基礎的な知識を教えるのは難しく、特に学校教育で消費
者教育や環境教育を行う必要があると考えられる。消費文化の波が押し寄せるこれからの内モンゴ
ルの変化の中で、中学生の生活課題と教育課題を見出すためには、今後、さらに詳細な調査が必要
と考える。
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